
為替週間展望＝ドル円は１０６円台を中心に上値の重い展開か

　　　　　　　　　　［５月１１日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    5 月 4 日～ 5 月 8 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  106.95   107.07( 4)    105.99( 6)    106.35   -0.56

ユーロ・ドル  1.0981   1.0986( 4)    1.0767( 7)    1.0844   -0.0137

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    20,179.09     +559.74     日本10年債利回り  -0.001   +0.017

ダウ平均株価    23,875.89     +152.20     米10年債利回り     0.641   +0.029

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１２日　中国４月消費者物価指数、中国４月生産者物価指数

　　　　日本３月景気動向指数速報値

　　　　米４月消費者物価指数

　　　　米４月財政収支

１３日　日本３月経常収支

　　　　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　英３月鉱工業生産指数、英３月製造業生産指数、英３月貿易収支

　　　　英第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値

　　　　ユーロ圏３月鉱工業生産指数

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米４月生産者物価指数

１４日　豪４月雇用統計

　　　　独４月消費者物価指数確報値

　　　　スイス４月生産者・輸入価格

　　　　カナダ３月製造業出荷

　　　　米新規失業保険申請件数、米４月輸入価格指数

１５日　中国４月鉱工業生産指数、中国４月小売売上高

　　　　独第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値

　　　　ユーロ圏３月貿易収支

　　　　ユーロ圏第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値

　　　　米４月小売売上高、米５月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　米４月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米５月ミシガン大学消費者信頼感指数

　　　　米３月対米証券投資

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円は４月中旬の１０８円台前半から軟化した後、１０６円台前

半で下げ渋っている。１０８円台では上値は重そうだが、１０５円を割り込むほどの円

高にもなりにくいとみられる。このため、目先は１０６～１０７円台を中心とするレン

ジ相場が見込まれるとした。

　　　　

【米国では７週間で３３００万件超の失業増】

　６日に発表された４月の米ＡＤＰ雇用統計では、雇用者数が前月比２０２３万人減と

なり、記録的な減少となった。米中対立再燃への警戒感も加わり、６日のＮＹダウは２

１８ドル安となった。

　　

　７日に発表された米新規失業保険申請件数は３１６．９万件増となり、事前予想の３
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００万件増を上回った。過去７週間の合計では３３４０万件超となる。失業者数の急増

は今後の景気や消費の重石となる。一方で欧米では一部で経済活動再開への動きが出て

きている。また、米中貿易協議の責任者が来週にも電話会談を行うとの報道から、米国

株は上昇に転じている。

　　

　４月２８～２９日に開催された米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）後の記者会見で、

パウエル議長は「４－６月期の経済活動は前例のない落ち込みなる」「雇用が正常に戻

るにはしばらくかかる」との見解を示しており、米国の雇用情勢の悪化はしばらく継続

して、回復するにはまだかなり時間を要するとみられる。

　　

　ドル円は６日の海外市場で一時１０５．９９円まで下落した後は下げ渋りを見せた。

欧州中央銀行（ＥＣＢ）による金融政策への不透明感からユーロ円が売られたことなど

がドル円の重石となった。５日にドイツ憲法裁判所がＥＣＢの緩和策に関して一部違憲

であるとの見解を示したことで、ＥＣＢによる金融政策の不透明感が高まったことが

ユーロ売りにつながった。

　　

　７日の海外市場ではユーロ売りの流れは一服しており、ユーロドルもユーロ円も上昇

に転じている。この日は米株高などもあり、ドル円は１０６円近辺から１０６．６０円

台まで戻りを見せた。ただ、戻りの動きは限定的となっている。

　　

　今後の注目ポイントは、新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、米国を中心に景気

の悪化がどの程度進行しているのかという点となりそう。米経済指標の悪化が株安やド

ル安につながりそうだ。経済活動再開の兆しは明るい材料ではあるものの、予断を許さ

ない状況に変わりはない。いったん落ち着きを見せたものの、米中対立への警戒感もく

すぶり続け、ドル円は１０６円台を中心に上値の重い展開となりそうだ。ドル円の目先

の予想レンジは、１０５．００～１０８．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１２日に日本３月景気動向指数速報値、

米４月消費者物価指数、米４月財政収支、１３日に日本３月経常収支、米ＭＢＡ住宅

ローン申請件数、米４月生産者物価指数、１４日に米新規失業保険申請件数、米４月輸

入価格指数、１５日に米４月小売売上高、米５月ＮＹ連銀製造業景気指数、米４月鉱工

業生産・設備稼働率、米５月ミシガン大学消費者信頼感指数、米３月対米証券投資など

がある。

　　

【ユーロドルはレンジ相場か】

　４月３０日に開催された欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会で、パンデミック緊急購入プ

ログラム（ＰＥＰＰ）の規模拡大などが見送られたこともあり、ユーロドルは上昇基調

で推移していたものの、上昇の流れは続かなかった。

　　

　５日にドイツ憲法裁判所がＥＣＢの緩和策に関して一部違憲であるとの見解を示した

ことがユーロの圧迫要因となっている。１日にユーロドルは１．１０００ドルの節目を

上抜いたものの、維持できずにすぐに下げに転じた。ユーロドルは７日には１．０８０

０ドルを割り込んでいる。ユーロ円は１１４．４３円前後まで下落して約３年半ぶりの

ユーロ安円高の水準となった。

　　

　もっともユーロドルもユーロ円も直近の安値圏からは下げ渋りを見せている。過去１

か月程度の期間でみると、ユーロドルは１．０７台から１．１０ドル台のレンジでの推

移となっている。明確なトレンドを描きにくい中、ユーロドルはレンジ相場が続くとみ

られる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０６５０～１．１０５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１２日に中国４月消費者物価指数、中国４

月生産者物価指数、１３日にＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利、英３月鉱工業生産指

数、英３月製造業生産指数、英３月貿易収支、英第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報

値、ユーロ圏３月鉱工業生産指数、１４日に豪４月雇用統計、独４月消費者物価指数確

報値、スイス４月生産者・輸入価格、カナダ３月製造業出荷、１５日に中国４月鉱工業

生産指数、中国４月小売売上高、独第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値、ユーロ圏

３月貿易収支、ユーロ圏第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値などがある。
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